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はじめに
　サミュエル・ジークリート・ビング（ハンブルグ 1838 －パリ 1905）と弟の
オーギュスト・ビング（ハンブルグ 1852 －カッセル 1918）は、19 世紀末に日
本の美術工芸品をヨーロッパに紹介した。彼らのコレクションや鑑定によっ
て、ヨーロッパに新しい視覚芸術の時代が切り開かれた（写真①と②）。オー
ギュストが 1879 年から 10 年間にわたり日本と中国で家族会社を経営する一
方、ジークフリートはパリのアジア美術の画廊（のちに 1895 年にメゾン・ド・
アール・ヌーヴォとなった）を経営していた。ジーグフリートの義理の兄ミカ
エル・ベア（東京のドイツ名誉領事）も加えて、ビング家は大胆に芸術品のコ
レクションや創作の仕方を変えていった。彼らの旅行、芸術的な発見やアジア・
コレクションについては、ジーグフリートの書き残した書類、研究者の努力、
近年の研究奨励金や展覧会のおかげで、広く知れ渡っている。私と私の家族は
2004 年から 2009 年にかけて、ビング家の文化遺産を守るために、未知の写真
や地図、ジークフリート、オーギュスト、ミカエル・ベア相互間の手紙など
の保全に傾注した。以下は、私と妻のマル、息子のイラとその妻ジュヌヴィー
ヴが訪ねたモンテビデオへの 5 回にわたる旅の物語である。
ハイネ・マシアス
　ハンス・ハインリッヒ（ハイネ）・マシアスは、ジークフリートおよびオー
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写真① 学者ジークフリ トー・ビング、パリ。
写真② パリのジークフリート・ビングの店の
内部（プロヴァンス通り22 番地 / ショ
ウシャ通り19 番地）1895 年 12 月以
前に撮影。
ギュスト・ビングが残したアーカ
イブ（保存記録）を受け継ぎ、モ
ンテビデオの彼の家に保管してい
た（写真③）。ハイネの母、イレーネ・
ビング（カッセル 1896 －モンテビ
デオ 1981）はオーギュスト・ビン
グの娘で、弁護士のカール・マシ
アス（ケルン 1881 －モンテビデオ
1967）と結婚した。マシアス一家
はヒトラーが権力を握った一年後
の 1934 年にドイツを去った。彼ら
は一時的にイタリアのフィレンツェに移動したが、ムッソリーニのファシス
ト党によるユダヤ人差別のため、ウルグアイへのビザを申請し、モンテビデ
オに移住した。これによって、彼らの生命とビング家のアーカイブは救われた。
マシアス一家は、国際輸送についての知識があったので、彼らの貴重な品々
を大きなコンテナに詰めてモンテビデオに発送した。その中には、ジークフ
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リートとオーギュストの本や美術品、
磁器や多数の手紙、ビング・コレクショ
ンの地図、写真と写真乾板、カメラ用
品、家族写真、商業記録など様々な物
が入っていた。しかし、マシアス一家
がモンテビデオに落ち着くにつれ、彼
らの先祖とヨーロッパ芸術とのドラマ
チックなつながりは、遠隔地であるこ
とや時間の経過、薄れていく記憶など
によって徐々に失われていった。これ
は、ヒトラーからの亡命者の間では、
よくあることだった。イレーネ・ビン
グは、父オーギュストの東洋への旅に
はよくついていった。彼女は自分のこ
とが記録されているビング家のアーカ
イブを大事にモンテビデオの家に保管
していた。イレーネとその息子である
ハイネの兄の死後、この重要なアーカ
写真④ 右からオーギュスト・ビングの娘のイレーネ・ビング、夫のカール・マシアス博士（弁
護士・公証人）、次男ハイネ（獣医、1929 ベルリン－2008 モンテビデオ）、長男ルッ
ツ （技師 1922 ベルリン－2002 モンテビデオ）。この写真は 1937 年にモンテビデオ
に出発する前に、イタリアのフィレンツェで撮影された。かれらは 1934 年にナチス
から逃れた後、一時イタリアに滞在していた。
写真③ イラ・ビングとハンス・ハインリッ
ヒ（ハイネ）・マシアス。ウルグア
イ、モンテビデオのマシアス家の
庭で。二人が手に持っているの
は北京の故宮の黄色い磁器。こ
れはジークフリ トーがパリに持ち
帰ったものだった。
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写真⑤ 左からドヴ・ビング、ガブリエル・P・ワ
イズバーグ教授、ヴァン・ゴッホ美術館エ
ドウィン・ベッカー氏。2003 年アムステル
ダムにて。
写真⑥ 「アール・ヌーヴォの始まり－ビング帝国」
展のオープニング参列者たち。イラ・ビン
グ、ドヴ・ビング、ワイズバーグ夫妻、エ
ドウィン・ベッカー氏など。
イブはハイネ・マシアスが受け継いだ。元獣医であるハイネは 70 代を迎え、
孤独な毎日を送っていた。
アーカイブの存在
　2004 年の終わり頃、私はハイ
ネ・マシアスのことを知った。
事の始まりは、私と息子のイラ
がアムステルダムのホテル・ア
メリカンでの食事会に出席した
ことだった。この晩餐会はヴァ
ン・ゴッホ博物館で催された
「アール・ヌーヴォの起源：ザ・
ビング・エンパイア展覧会」の
カタログの寄稿者のために、ガ
ブリエル・P・ワイズバーグ博
士 1 と彼の妻イヴォンヌ、ヴァ
ン・ゴッホ博物館のエドヴィン・
ベッカー氏らが主催したので
あった（写真⑤と⑥）。彼らは
それ以前にもマシアスに連絡し
ようと試み、ゴッホとジークフ
リートの親密な関係を書いた本
まで送ったが、マシアスから返
事はなかった。ビング家のアーカイブが南アメリカにあるらしい、という興
味ある情報を知った私とイラは、早速モンテビデオ行きの旅を検討し始めた。
そのような旅は、私が 1960 年代にイエルサレムのヘブライ大学で学んでいた
1 ガブリエル・P・ワイズバーグはジークフリート・ビングについての先駆的な著作、
「アール・ヌーヴォ ビング：パリ様式 1900」（ハリー・N・エイブラムス、ニューヨー
ク、1986 年）を著した。彼と私には、ビング家の歴史、旅行や彼らの新しい芸術観
について共通する関心がある。
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頃に始まった、ビング家の過去を
知る試みにも合致していた 2。当時、
私がビング家のヨーロッパの先祖
を辿る研究をしている時に、ある
親切な男性に声をかけられた。彼
は私のそばの本の山に気づき、私
の背中を軽く叩くなり、私がビン
グ家に興味をもっているのか、と
聞いた。彼はなんとビング家の娘
と結婚していたのだった。彼は私
にジヴァット・ラム・キャンパス
の地下にある図書館へ行き、フラ
ンクフルト・アム・マイン出身の
ミカエル・イサク・ビング（? －
1762）とその家族の古文書を見る
といい、と言った 3。この古文書にはビング家の家系図が細かく書かれていた。
その中にはジークフリートとオーギュストの父のヤコブ・ビング（1798 －
1868）と妻のフレデリーケ・レナー（1811 － 1893 写真⑦）のことも含まれて
いた。彼らは十二人の子供に恵まれ、ジークフリートは三人目の子供だった。
2 私の家族はオランダ出身である。私の長兄、ユリウス・ヤコブ・ビング（アルクマー
ル 1933 －アルクマール 1995）はビング家の系統をたどり、知ることのできる最も
古い先祖はレヴィ・ビングだ。レヴィは1650年頃に、フランクフルトに近いビンゲン・
アム・ラインと言う小さく美しい町からアムステルダムに移住した。2003 年に私は
デンマークのコペンハーゲンに在住する、遠い親戚にあたるエリックとカアレ・ビ
ング兄弟に会った。彼らの先祖もオランダ出身であった。コペンハーゲンからオラ
ンダに戻った際、私はワイズバーグ教授とヴァン・ゴッホ美術館のエドウィン・ベッ
カー氏に会い、ビング家の歴史について語り合った。私たちはアムステルダムの中
央にあるヘリット・リートフェルトの地下室で会ったが、その同じ建物にはテオ・
ヴァン・ゴッホが兄のヴィンセントとジークフリート・ビング所有の日本の版画に
ついて意見を交換した手紙が保存されている。
3 エリアス・ウルマンの Verzeichniss der von Michael Isaac Bing aus Frankfurt a. M. 
stammenden Familien（フランクフルト、1980 年 10 月）参照。その親切な男性とは、
ヘブライ大学の生化学・神経学教授のイェシャヤフ・リーボヴィッツであった。ミ
カエル・イサク・ビングはシャドル・トリェ（1672-1762）と結婚し、シークフリー
トやオーギュストの曾曾曾祖父であった。
写真⑦ ジークフリ トーとオーギュストの両親、
ヤコブ・ビングとフレデリーケ・レナー。
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持続する情熱
　2005 年にアルゼンチンのブエノスアイレスにいるイラから私に電話があっ
た。当時、彼はのちに彼の妻となるジュヌヴィーヴと中南米を旅行していた。
イラはアムステルダムでのワイズバーグ夫妻との会話を思い出し、モンテビデ
オのハイネ・マシアスを訪問するかどうか迷っていた。話し合いの結果、是
非訪ねるべきだ、という結論になった。
　イラとジュヌヴィーヴは、ブエノスアイレスから船でモンテビデオに着き、
知り合いからモンテビデオのユダヤ人グループの重要な人物であるアレハン
ドロ・ニッソ・アチェを紹介された。アチェからは、英語の教師であるドロシ ・ー
ワーグマンに紹介された。彼女は有能な通訳者であり、マシアスとの会話で
も心強い味方となった。ドロシーを通じて、イラとジュヌヴィーヴはマシア
スと連絡がついた。マシアスはドイツ語とスペイン語を話し、英語は少しし
か話せなかった。彼は最初のうちは疑い深く、イラ達とは会いたがらなかった。
しかし、イラは私がオランダ生まれであることやビング家が十七世紀の初め
頃からオランダに住んでいたことを伝え、「父の先祖のレヴィー・ビングはフ
ランクフルトの近くのビンゲン・アム・ライン出身だった」と加えるとマシ
アスは急に興味を示し、イラとジュヌヴィーヴを自宅に招待してくれた。
　翌朝、イラ達はモンテビデオ郊外の大使館区にあるマシアスの住まいにたど
り着いた。彼の家には広い庭があった。家には、居間と応接間、それに寝室
が三部屋あった。居間には、ガラス張りの本箱があり、そこにはおよそ三千
冊ほどの本が入っていた。一方にはゲーテやシラーなどのドイツ文学があり、
他方には十九世紀末の日本に関する本があった。ビングが東方への船旅で集
めたアジアのオブジェや記念品がどの部屋にも飾ってあった（写真⑧）。オリ
エンタル風の飾り棚の脚は、ブロンズでできた象の鼻の形をしており、白磁
の人形や漆器や青磁の花瓶があった。暗い照明の壁には日本の版画やヤコブ・
ビングやオーギュスト・ビング、その妻のリリー・ミヒャエル・ビングの大き
な肖像画が金色の額縁に収まっていた。居間の端にあった棚は写真アルバムで
埋まっていた。テーブルやベッドの下には十九世紀の皮革や布でできた手作
りのスーツケースが多数あった。スーツケースにはジークフリートやオーギュ
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写真⑧ ジークフリ トーとオーギュストの極東への船旅のを記録した地図。手書きの日付が
書き込まれている。
スト・ビングの頭文字が刻まれていて、そのうちのいくつかは開いていたが、
多くは閉じられていた。
　マシアスは木陰に小さなテーブルとイスを用意し、ウルグアイ風のバーベ
キューをごちそうしてくれた。火が焚かれ、話は弾み、祝杯があげられた。イ
ラが頼むと、マシアスは彼の家族の日本や中国での写真を見せてくれ、それ
にまつわる話を語った。マシアスの許可を得て、ドロシーの生徒にマシアス
が持っていた写真のコピーをとってもらった。
　次の二日間も写真と食事とマシアスとの話が続いた。その中で、マシアス
はジークフリートがパリに持ち帰った中国の故宮のタイルも見せてくれた（写
真③）。マシアスはとても快くもてなしてくれたが、彼はいずれ永年の計画を
実行するつもりだと言った。すなわち、自分の遺品を相続する子孫がいない
彼は、病弱になったら受け継いだアーカイブを庭で燃やすことを母のアイリー
ンに約束していた。彼は、彼と母が大事に保存してきたアーカイブを安全に
保管する場所はない、と考えていた。
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　イラ達が帰国することになっ
た時、マシアスはジュヌヴィーヴ
に彫刻を与え、イラにはジーフ
リートのスーツケース（写真⑨）
に保管されていた雑誌、ル・ジャ
ポン・アルティスティークとジー
クフリートが日本で撮った写真
のコレクションを授けた（写真
⑩）。彼ら三人の間に信頼と理解
とが築かれた。イラは、マシア
スの接待に対する感謝の気持ち
と、彼に対する経済的支援の意味を込めて、写真を買いとることを申し入れた。
マシアスは最初は躊躇したが、結局それを受け入れた。イラたちはマシアスに、
私が政治科学と中国史の専門家であることを伝え、私が後日マシアスを訪問
できるように頼んだ。マシアスも是非私がモンテビデオに来るように、と言い、
私が来たらさらに詳しく家系のことや、イラがコピーしてニュージーランド
に持ち帰る数百枚の写真に写っている人物について細かく説明する、と約束
した。
写真⑨ ジークフリートとオーギュストが共用し
た、イニシャル入り旅行用トランク。この
トランクは 1879 年から 1889 年にかけ
てパリと横浜との間を何度も往復した。
写真⑩ 写真乾板のネガからおこされた日本の風景写真。ベテランのアマチュア写真家だっ
たジークフリ トーによる撮影。彼はこのような写真を色 な々地方で多数撮影した。
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　さらに重要なことには、ビング家のアーカイブをきちんと保存したいとい
う私たちの思いがマシアスに伝わり、マシアスは、その一部を私達に譲るこ
とを検討してみてもいい、と言った。
さらなる調査
　一年後の 2006 年に私は、マシア
スの庭でテーベ風の三脚椅子に腰
を掛けていた。この椅子はジーク
フリートのサロン・ド・アール・
ヌーヴォに展示されていたもので、
マシアスは私のために寝室から庭
に移動しておいてくれたのであっ
た。私はマシアス一家のヨーロッ
パからの亡命のことに触れたが、
彼はナチスや自分のユダヤ人とし
てのルーツについては語りたがら
なかった（マシアスの知識はおも
にプロイセンの歴史やヴィルヘル
ム皇帝の全盛時代だった）。しかし、
イラが訪ねた時に受け取った写真
の拡大コピーを見せた途端に、彼
は写真に写っている全員の詳細や
性格、家族での位置や一家のビジネスにどのような貢献をしたかを、いきいき
と話し出した。だんだんとビング家の家族の様子がわかってきた。兄弟のジー
クフリート（写真⑪）とオーギュストとユリウス、姉妹のイダとマティルデ、
両親のヤコブとフリードリケ、もう一人の兄弟のオットー（写真⑫）。
　私もオーギュスト・ビングについて述べた幾つかの出版物のコピーを持参し
ていた。私はこれらの書類をマシアスにあげると言ったが、その途端に彼は動
揺して、このような本に書かれているジークフリートとオーギュストの関係
写真⑪ ジークフリート・ビング。パリ、1867
年頃。ルートランジェ写真館（パリ、
モンマルトル大通り21番地）にて撮影。
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は、誤った情報が多いと告げた。彼は私に、
二度とその話題に触れないでくれと言いつ
つも、できるだけ早くまた彼に会いに来て、
私が持参した写真についてノートをとるよ
うに言った。
　私が最初の訪問を終える際に、私もマシ
アスから贈り物を受け取った。それはジー
クフリートの長男のジャックの小さな胸像
だった（写真⑬）。ジャックは 1869 年にパ
リで生まれ、1891 年にアルジェリアのブ
リーダで戦死した。満 21 歳だった。マシ
アスによれば、その像はジークフリートの
友人で有名な彫刻家につくってもらったそ
うだ。彼はこの胸像を私が無償で受け取る
ように言い張った。それは、私が彼の家族
の偉大な文化遺産のみならず、その伝統と
家族の絆にも感動したことを、彼が認めた
からに他ならないように私には思えた。
写真⑫ ビング一家。左からオーギュスト・ビングとその妻リリー。オッ
ト ・ービング、ユリウス・ビングの妻とユリウス。パリ、1884 年。
写真⑬ ジークフリ トー・ビングの長
男、ジャックの胸像。彼は
21 歳でアルジェリアで亡く
なった。
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再びモンテビデオへ
　一年後に再びマシアスをモンテビデオに
訪れた時、彼の健康状態はよくないように
見えた。到着した夜、イラに連絡した後、
私たちはマシアスを医者に診せた。彼はヘ
ルニアを患っていることが判明した。
　マシアスの家に戻った後、マシアスと私
は庭に座って、彼の祖父母が横浜にいた
頃（1879 年－ 1889 年）の話をした。シー
クフリートがマシアスの祖父母に 1880 年
に横浜で合流した際、彼は新しいカメラを
持ってきており、熱心にそのカメラを使っ
ていた。マシアスはその時の写真乾板のコ
レクションやジークフリートが使ったカメ
ラの備品を見せてくれた（その前年に、こ
れらの乾板からつくられた
ポジ画像がマシアスからイ
ラに贈られていた）。私は
慎重に乾板を皮革のスーツ
ケースから取り出した。こ
のスーツケースには他に
シーグフリートの地図やメ
ニュー、手紙も入っていた
（写真⑭）。1900 年度のパリ
万国博覧会の乾板もあり、
この博覧会でジークフリー
トはアール・ヌーヴォの展
示館を建てた（写真⑮）。
　マシアスの家宝にはミカ
写真⑮ 1900 年パリ万国博覧会での展示 （シーグフ
リ トーによる撮影の可能性あり）
 私がモンテビデオを発つまでには、マシアス
は絵画や写真乾板や写真集や箱入りの写真多
数、帳簿、スケッチブックや日記、横浜での
晩餐会の招待状、広重の版画、漆器、絹製
品などを売ってくれた。
写真⑭ オーギュストの妻のリリ ・ー
ビング。横浜から上海行き
の蒸気船上にて（オーギュス
ト撮影。1883 年）
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エル・ベアの写真も含まれていた。ベアはビジネスと私生活の両方でビング
商会に深い関わりがあった。ベアの妹はジークフリートに嫁いでいた 4。
　次の日マシアスは、日本を撮影した初期の写真家、ライムント・フォン・シュ
ティルフリート男爵によるアルバムやチャイルド・イン・ザ・オリエントなど
の写真集も見せてくれた。フェリックス・ベアトは、ミカエル・ベアと二人
で日本を旅行した後に、彼自身の作品が含まれた本を、ベアにプレゼントした。
マシアスと私は、絹製カバーのついた大きな写真集を居間から庭に持ち出し
た。マシアスはページをめくりながら、写真に写っている全ての日本人を特
定できなくて申し訳ないと言った。マシアスは、彼の先祖の日本における滞
在の研究に役立てるのがその写真集の最も良い使い方だといって、その写真
集を私にくれた。
　この時の訪問は、たまたまマシアスの 79 歳の誕生日に当たっていたので、
私のホテルで誕生祝をした（写真⑯）。私は、ビング家の誰が中国や日本で美
術品を購入したかを尋ねた。オーギュストが主に彫刻や青銅や木版画を買っ
ていたが、ジークフリートがそれらをヨーロッパで宣伝し本を出版したため、
彼が脚光を浴びたとマシアスは答えた。ジークフリートは芸術商であり知識も
深かったが、オーギュストはすぐれた審美眼を備え、ミカエル・ベアも知識豊
富で優れたコレクションをもっていた、とのことだった。私たちは、ビング家
のメンバーは嗜好や知識、繊細さを共有しており、芸術や旅行や新しい発見に
興味を持っており、そこから家族ビジネスやビング家の文化が生まれたのだ、
という話をした。
　その時私は、マシアスの祖父のオーギュストやミカエル・ベアはもっと広く
認識されるべきだ、と語った。私は、アーカイブの研究や出版によって、彼ら
がビング家のビジネスに深く貢献した事が知られるだろう、と言った。そし
て私はマシアスに、これらのアーカイブを私に売ってくれないかと申し出た。
4 ミカエル・ベアは 1870 年から 1883 年まで東京のドイツ名誉領事を務めた。マシア
スによれば、ベアはマシアスの祖父母と親しく、よく横浜や東京で会っていたそう
だ。ベアには照子という娘がいて、ベアが 1880 年にパリに戻った際、日本人の同
僚の養女となった。その後もマシアスの祖父母と照子との付き合いは続き、1885 年
の照子と原田豊吉との結婚式にも出席した。1888 年に照子は長男の熊雄を生んだ。
熊雄とはミカエル・ベアにちなんだ名前だった（ベアは熊の意）。のちに原田熊雄
は元老・西園寺公望（1849 － 1940）の私設秘書となり活躍した。
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彼は微笑みながら私の要求を受け入れ、金額と条件を知らせてくれることに
なった。
　私たちは夕食をとりながら歴史を語り、アーカイブの売買について話し合っ
た。マシアスの体調は、定期的に病院での検査や治療を必要としていたにもか
かわらず、私が彼を家に迎えに行くといつもきちんとした身なりで、見栄え
のするスーツ姿の彼は、大伯父のジーグフリートにそっくりだった。私との
最後の夕食の時に、彼は彼の曽祖父のヤコブ・ビングや祖父母のオーギュス
トとリリー・ビング（エリザベス・ミカエル、ザンクト・ガレン 1864 －パリ
1929）の肖像画とジークフリートの写真乾板を購入する気はないかと尋ねた。
私はその申し出を受けることに同意し、早速次の日に支払いを済ませた。
　私達は、マシアスは介護施設に入るべきだと判断し、ユダヤ人やドイツ人
のコミュニティーにマシアスを施設に移すことについて問い合わせをしたが、
本人はきっぱりとその考えを拒んだ。私たちはマシアスが自分の病状に対し
てどのように考えているかを知らないまま、ニュージーランドに帰国した。
　約二か月後にドロシーから、マシアスが亡くなったとの知らせがあった。
　彼は死ぬ前に地元の骨董品店と売買契約を結んでおり、アーカイブのいくつ
かの本や写真、書類や筆記帳などはその骨董品店の所有するところとなってい
写真⑯ 左からドヴ・ビング教授とハイネ・マシアス博士。マシアスの
79 歳の誕生日祝い。モンテビデオ。
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た。マシアスの弁護士を通じて、
私たちはそのアーカイブを完全
なかたちで買い取った。それに
は数年を要したが、最終的にこ
れらの品々を入手することがで
きた。このコレクションにはジー
クフリートとオーギュストの皮
革のスーツケース（スエズ運河を
通り横浜に渡った時の物）、オー
ギュストがジークフリートのビ
ジネスから円満に退社したとき
の書類（1889 年）、ジークフリー
トとオーギュストの日本および
中国の地図（写真⑧）、ジークフ
リートが日本で愛用した写真機
材や 200 枚の家族写真、シルク
ハットと象牙の杖、1850-1920 年の間にオーギュスト、リリー、ジークフリート、
ヨハンナ・ベア（ジークフリートの義妹）、オットー、ユリウスらによる手紙（写
真⑰）などが含まれていた。買い取ることができなかったのは、オーギュス
トとリリーがそれぞれ所有していた掛物が二軸、それから磁器やセラミック、
家具や飾り棚なども買い取ることはできなかったが、上記掛物を除く文書類
は入手できた。
　2009 年にイラと私は再びモンテビデオに行き、アーカイブをニュージーラ
ンドに送った。全部でなんと 150㎏以上のビング家の歴史文書であった。200
枚ほどの壊れやすい写真乾板は私たちのスーツケースに入れた。モンテビデ
オを発つ前に、私たちはマシアスの墓に詣で、記念の石を置いた。
　ビング家の文化遺産を保存する責任から、アーカイブはニュージーランド
のオークランドにある、湿度調整つきの倉庫に保管することにした。それ以
来現在までオリジナルの状態で保存されている。写真や乾板はきちんと袋に
入れ、さらに箱に保管されており、そこからつくられた高画質のデジタル・ファ
写真⑰ ジークフリ トーの弟ユリウスから彼の姪
のイレーネ・ビング宛ての手紙。
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イルによってさらなる事実確認が続けられている。
　私はこの数年間に二度日本に行き、東京や京都、大阪で教授たちと話し合
う機会があった。東京でミカエル・ベアの子孫にも会うことができた 5。近いう
ちにビング家のアーカイブや日本への旅についての初めてのエッセーを発表
する予定である。
　いずれはこれらのアーカイブをしかるべき場所に収め、美術・東洋学・文
化史の研究者などが利用できるようにしたい。ビング家とベア家が、アジア
美術、国際交流、美術鑑定において成し遂げた功績は、抜きんでたものである。
そのアーカイブを一時的に預かることができるのは、私たちにとって名誉な
ことである。
謝辞
　まず故ハイネ・マシアス博士に謝辞を捧げたい。彼は、ビング家のアーカ
イブを保存したいという私たちの願いに辛抱強く耳を傾けて、ビング家の文
化遺産の管理を私達に委ねることに同意してくれた。彼の母、故イレーネ・
マシアス（旧姓ビング）にも感謝したい。彼女がアーカイブを大切に守らず
モンテビデオに移住しなかったならば、それは第二次世界大戦中に失われて
いたかもしれない。彼女は自分の息子たちにアーカイブに関する知識を授け、
それが極めて重要な遺品だと教えた。
　ドロシー・ワーグマンは、この仕事の歴史的な重要性を認識し、私たちやマ
シアスを助けてくれた。彼女は私たちの良い友人となり、今でも連絡を取り
5 2013 年の三か月間、私は妻のマル・ビング・クルカを伴い、招聘教授として関西大
学を訪れた。招いてくれたのは、安武真隆教授だった。この期間に私はビング家の
アーカイブについて二回の公開講義をした。安武教授は私を東京の原田家に紹介し
てくれて、明治維新研究家の千田稔氏は原田豊吉の父の原田一道の写真を見せてく
れた（原田豊吉は照子と結婚した）。彼は照子が住んでいた家も見せてくれた。ミ
カエル・ベアの孫の原田熊雄男爵の曾孫にあたる原田公博氏にも霞会館で紹介され
た。この会合には、明治維新で活躍した大久保利通（1830 － 1878）の曾孫の大久
保利泰氏も出席された（写真⑱）。京都大学の宮島久雄教授は私が関西大学で行っ
た講義の討論者のひとりだった。教授は 1980 年代にシークフリートとオーギュス
トに関する本を出版していた。宮島教授は、とても親切に私の研究のため、絶版と
なった書籍を用意してくれた。また、私と妻のマルに京都の禅寺の美しさを見せて
くれた。京都では林忠正（1853 － 1906）の孫の林あつこさんと、ひ孫で日本女子
大学の高頭麻子教授（フランス文学）にも紹介された。林忠正はシークフリートの
友人であり、パリにおける仕事仲間でもあった。
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合っている。当時モンテビデオ
の高校生だったホルヒ・ミルバー
ンは、200 枚ほどの写真を急いで
スキャンする必要があった時に
手伝ってくれた。さらに、のちに
彼がオークランドの私の家を訪
問した際に、モンテビデオから
アーカイブのいくつかを持って
きてくれた。ジョージ・グレイ
とスチュアート・グレイは、特
注の肖像画容器を発注した際に、
とても快く応じてくれた。
　ミネソタ大学の教授であり、
ジャーナル・オブ・ジャポニス
ムの編集者のガブリエル・P・ワ
イズバーグ博士、および彼の親
友で同僚でもある、ヴァン・ゴッホ美術館のエドウィン・ベッカー氏にも感
謝する。彼らが主催した展覧会でビング家の歴史や東洋美術との関わりを展示
したことが、私たちが出会うきっかけになった。彼らは実に良いタイミングで、
写真⑱ 左から原田氏、大久保氏、ドヴ・ビング。東京、霞会館にて。
2013 年 5 月。
写真⑲ ドヴ・ビングと妻のマル・ビング・クルカ。
京都、下鴨神社にて。2013 年。
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私たちがモンテビデオのマシアスを訪ねることを勧めてくれた。2005 年に我々
がマシアスを訪ねていなければ、彼はおそらくアーカイブを処分したか、売
却してしまったかもしれない。もしそうなら、ビング家とベア家の重要な情
報は失われていただろう。
　最後に、私の息子のイラとその妻のジュヌヴィーヴにも感謝したい。彼らは
南米旅行を延長して、モンテビデオにおける芸術と歴史の探求に協力してくれ
た。次男のギドンやその妻のダリヤも大切な支えとなった。私の妻であり家族
の教師でもあった故マル・ビング・クルカにも感謝したい。彼女は植物学者で
あり、建築家アドルフ・ロース（1870 － 1933）と彼の設立したロース建築学
校の研究者でもあった。彼女はアーカイブを保存するよう私を励まし続けた。
彼女はまた、私たちの子供たちに家族や伝統の重要さを教え、芸術、デザイン、
自然を私達の家庭生活に取り入れるよう示した。おかげで家族みんながアーカ
イブを保存するために互いに協力し、その公開に向けての準備が私たちにとっ
ていっそう意義あることになったのである。
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<ABSTRACT>
Revisiting the Past: 
How the Bing Archives Came to Light in Montevideo
Dov BING
Siegfried Bing (Hamburg 1838-Paris 1905) and August Bing (Hamburg 
1852-Kassel 1918) led the Westʼs exposure to and interpretation of Japanese 
arts and crafts at the turn of the nineteenth century. Their collecting, curating 
and sharing gave rise to an epoch of new artistic feeling in Western visual arts. 
With August managing the familyʼs enterprises in Japan and China (1879-1889), 
Siegfried overseeing the Parisian gallery of Asian art which was to become the 
Maison de lʼArt Nouveau in 1895, and Siegfriedʼs brother-in-law Michael Baer, 
Germanyʼs Honorary Consul in Tokyo, also active, the Bing family exhibited 
a connoisseurship and taste for adventure that redefined the collecting and 
making of art. The familyʼs travels, artistic discoveries and collecting of Asian 
objects became widely known through Siegfried Bingʼs writings, the efforts 
of researchers to retrace the galleryʼs inventory, and recent scholarship and 
exhibitions devoted to Siegfried Bing. My family worked from 2004 to 2009 to 
continue to preserve the Bing legacy by re-securing the hitherto undiscovered 
photographic, cartographic, business and personal correspondence archives 
of Siegfried and August Bing and Michael Baer. The efforts of my son Ira, 
his wife Genevieve, my wife Maru and me, which between us involved five 
journeys to Montevideo, Uruguay, are recounted here.
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